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１． 研究目的 

 体育のゴール型ゲームの単元において，1 チ

ームを対象とし，チーム内で技能差がある中で，

単元目標に対してどのように学びを進めてい

くかについて，戦術的理解と人間関係の変化に

着目して明らかにする． 

 

２． 研究方法 

ゴール型ゲーム 3 単元(第 4，5，6 学年対象)

について，対象とする 1 チームを観察またはビ

デオによって調査を行う． 

１）M-GTA による概念図の作成 

観察記録から，児童の授業中の発言・行動を

文字に起こしたものを，木下(2007)の「修正

版グラウンデッド・セオリー・アプローチ」

(Modified-Grounded Theory Approach ; 

M-GTA )の分析手順を参考に分析を行う．  

２）ゲームパフォーマンス評価 

Griffin ら(1999) の「ゲームパフォーマンス

評価表」(GPAI)を参考に，「サポート」「意思

決定」の 2 つの要素について，評価を行う． 

 

３． 結果と考察 

事例①では，チームに所属する意欲の低い児

童に対し，チームメイトが作戦の中で役割を提

示し，参加を促した．事例②では，単元序盤，

チームで一方向的なリーダーシップを取って

いた児童が，単元を通してチームメイトそれぞ

れに応じて働きかけを変化させ，チームとして

のまとまりを意識したリーダーシップを発揮

するようになった．事例③では，単元序盤，プ

レーに消極的でゲームへの出場意欲も低かっ

た児童が，単元を通して戦術的理解を深め，単

元終盤にはチームにおいてリーダーシップを

発揮し，主体的にゲームに参加するようになっ

た． 

3 事例の結果から，子どもは単元を通して

「チームにおける役割」を学んでいることが示

唆された．またこの学びの過程で，チームにお

けるもめごとが生じていた．単元を通して生じ

るもめごとには，チームにおける人間関係と戦

術的理解の相互作用によって生じるものがあ

る．こうしたもめごとは，単元中盤から終盤に

かけて，チームにおける大きな問題として発生

する傾向にある．それは，児童が単元の進行に

伴って戦術的理解を深めることから，チームと

しての課題に気付くのであろう．この気付きが，

作戦の提案やチームメイトへの要求としてあ

らわれ，チームにおける役割を認識していく．

これは，戦術的課題の解決に寄与し，チームメ

イトと協力して課題を解決しようとする姿勢

につながると推察できる． 

 

４． 結論 

 子どもの学びの根底にあるのは，教師の課題

設定である．教師が適切な課題設定を行うこと

により，子どもは主体的に学びに向かう．その

中で，子どもは戦術的理解と仲間との人間関係

を相互に深めながら，他者と協働し課題を解決

する力を育んでいる． 
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